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四
〇

『
四
分
律
』
調
部

に
関
す
る
問
題

点

龍

口

明

生

は
じ

め
に

『
四
分
律
』
調
部
及
び
他
部
派
の
律
蔵
中
の
此
れ
に
相
当
す
る
部
分

の
成
立

・
内
容

・
相
互
の
関
連
等
に
つ
い
て
は
二
二
の
研
究
が
あ
る
の

(1
)

み
で
あ
る
。
調
部
に
言
及
さ
れ
て
い
る
戒
条
は
二
百
五
十
戒
の
中
、
波

羅
夷
法
第

一
か
ら
僧
残
法
第
五
ま
で
と
僧
残
法
第
八
の
計
十
条
に
っ
い

て
で
あ
り
、
そ

の
内
容
は
、
事
件
の
新
た
な
想
定
の
も
と
に
、
そ
れ
の

犯

・
不
犯

の
判
定
、
罪
過
の
程
度
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

調
部
は
経
分
別
の
波
羅
夷
法

・
僧
残
法
の
罪
過
判
例
が
固
定
化
し
た
後

に
、
そ
れ
に
は
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
さ
ず
に
新
た
に
附
加
さ
れ
た
か

と
い
う
に
必
ず
し
も
是
く
断
定
出
来
な
い
。
又
成
立
の
新
し
い
部
分
で

は
あ
る
が
、
他
律
蔵
と
の
関
連
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一

二
種

の
不
犯

調
部
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
主
た
る
理
由
は
、
或
る
行
為
が
戒

の
規

定
に
は
触
れ
ず
、

不
犯
で
あ
る
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

(
2
)

と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
に
於
て
は
こ
の
不
犯
を
中
心
に
検
討
す
る
。
『
四

分
律
』
で
は
各
々
の
戒
は
、
因
縁
談

・
戒
の
条
文

・
条
文
の
語
義
の
解

釈

・
罪
過
の
判
例
、
そ
し
て
末
尾
に
不
犯
と
な

る
場
合

の
列
挙
、

と
い

う
順
序
で
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
た
だ

『
四
分
律
』

の
み
に
限
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
他
の
律
蔵
に
も

見
ら
れ
る

形

式

で

あ

る
。
先
ず
調
部
に
於
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
波
羅
夷
法
第

二
か
ら

僧
残
法
第
五
ま
で
と
第
八
の
不
犯
を
列
挙
す
る
。

波
羅
夷
法
第

一
(大
正
二
二
・
五
七
二
頁
中
)

不
犯
者
若
睡
眠
無
所
覚
知
不
受
楽

二
切
無
有
婬
意
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
。
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
無
犯
。

波
羅
夷
法
第
二

(大
正
二
二
・
五
七
五
頁
中

・
下
)

不
犯
者
。
与
想
取
。
己
有
想
。
糞
掃
想
。
暫
取
想
親
厚
意
想

一
切
無
犯
。

無
犯
者
。
最
初
未
制
戒
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

波
羅
夷
法
第
三

(大
正
二
二
・
五
七
七
頁
中
)

不
犯
者
。
若
榔
刀
杖
瓦
石
誤
著
彼
身
死
者
不
犯
。
若
営
事
作
房
舎
誤
堕
塾

石
材
木
橡
柱
殺
人
不
犯
。
重
病
人
扶
起
若
扶
臥
浴
時
服
薬
時
。
従
涼
処
至
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熱
処
。
従
熱
処
至
涼
処
。
入
房
出
房
向
厩
往
返

二
切
無
害
心
而
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
不
犯
。

波
羅
夷
法
第
四

(大
正
二
二
・
五
七
九
頁
上
)

不
犯
者
。
増
上
慢
人
自
言
。
是
業
報
因
縁
非
修
得
。
若
向
同
意
大
比
丘
説

上
人
法
。
若
向
人
説
根
力
覚
意
解
脱
三
昧
正
受
法
不
自
称
言
我
得
。
若
戯

笑
説
。
或
疾
疾
説
。
屏
処
独
説
。
夢
中
説
。
欲
説
此
錯
説
彼
。
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
擬
狂
心
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
二
(大
正
二
二
・
五
八
〇
頁
上
中
)

不
犯
者
。
夢
中
失
覚
已
想
汚
身
汚
衣
床
褥
。
(中
略
)
若
大
暗
嬰
。
若
用

力
作
時
。
一
切
不
作
出
不
浄
意
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
擬
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
二

(大
正
二
二
・
五
八
一
頁
上
)

不
犯
者
。
若
有
所
取
与
相
触
。
戯
笑
相
触
。
若
相
解
時
相
触
。
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
。
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
三

(大
正
二ご
二
・
五
八
二
頁
上
)

不
犯
者
。
若
為
女
人
説
不
浄
悪
露
観
。
(中
略
)
若
説
毘
尼
時
言
次
及
此

彼
謂
麓
悪
語
。
若
従
受
経
。
若
二
人
同
受
若
彼
問
。
若
同
調
。
若

戯
笑

語
。
若
独
語
。
若
疾
疾
語
。
若
夢
中
語
。
欲
説
此
錯
説
彼
。

二
切
不
犯
。

不
犯
者
。
最
初
未
制
戒
擬
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
四

(大
正
二
二
・
五
八
二
頁
下
)

不
犯
者
。
若
比
丘
語
女
人
言
。
此
処
妙
尊
最
上

(中
略
)
若
為
説
毘
尼
時

言
説
相
似
。
而
彼
自
謂
讃
身
。
若
従
受
経
謂
経
若
二
人
共
受
諦
。
若
問
若

同
踊
。
若
戯
笑
語
。
若
疾
疾
語
。
若
夢
中
語
。
若
欲
説
此
錯
説
彼
。

不

犯
。

不
犯
者
最
初
未
制
戒
。
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
五

(大
正
二
二
・
五
八
四
頁
上
)

不
犯
者
。
若
男
女
先
已
通
而
後
離
別
還
和
合
。
若
為
父
母
病
患
。
若
繋
閉

在
獄
看
書
持
往
。
若
為
信
心
精
進
優
婆
塞
病
。
若
繋
在
獄
看
書
持
往
。
若

為
仏
為
法
為
僧
為
塔
。
若
為
病
比
丘
看
書
持
往
。
如
是
無
犯
。

無
犯
者
。
最
初
未
制
戒
。
療
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

僧
残
法
第
八

(大
正
二
二
・
五
八
九
頁
中
)

不
犯
者
。
見
根
聞
根
疑
根
説
実
。
戯
笑
説
若
疾
疾
説
若
独
説
静
処
説
夢
中

説
。
若
欲
説
此
錯
説
彼
無
犯
。

無
犯
者
。
最
初
未
制
戒
。
擬
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

以
上
の
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
戒
に
於
て
、
不
犯

は
各

々
前
者

・
後
者
二

種
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
前
者

は
各
戒
条
独
自

の
無
犯

を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
後
者
は
定
型
的
な

「最
初
未
制
戒
擬
狂
心
乱

痛
悩
所
纒
」
は
不
犯
な
り
と
の
規
定
で
あ
る
。

こ
れ
は
右
に
列
挙
し
た

十
箇
条

に
限
ら
ず
、

二
百
五
十
戒
条
全
体
に
わ
た
っ
て
言
え
る
こ
と
で

(
3
)

あ
り
、
定
型
句
の
不
犯

の
規
定
は
各
戒
条

の
終

り
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
二
種
の
不
犯
の
規
定
が
、
罪
過
判
定
に
於
て
、
又
調

部
に
於
て
如
何
な
る
関
連
を
有
し
て
い
る
の
か
。
先
ず
定
型
句
を
検
討

す
る
。

『
四
分
律
』

調
部

に
関
す

る
問
題
点

(龍

口
)
 

四

一
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『
四
分
律
』
調
部

に
関
す
る
問
題
点

(龍

口
)
 

四
二

二

最
初
未
制
戒

は
不
犯

調
部
で
先
ず
気
付
く
こ
と
は
、
波
羅
夷
法
第

一
か
ら
僧
残
法
第
五
ま

で
と
及
び
僧
残
法
第
八
の
十
箇
条
の
何
れ
の
説
明
に
あ

っ
て
も
、
そ

の

冒
頭
に
必
ず
制
戒
の
因
縁
談

(少
く
と
も
初
制
の
因
縁
談
)
が
簡
略
で

は

あ
る
が
言
及
さ
れ
、
定
型
句
の
不
犯
の
中
の

「最
初
未
制
戒
」
は
不
犯

な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
波
羅
夷
法
第

一
を
例
示
す

る
と
、
優
波
離
が
釈
尊
に
質
問
し
て

須
提
那
伽
蘭
陀
子
。
与
二故
二
一行
一不
浄
行
崎是
犯
波
羅
夷
不
。

優
波
利

へ
の
世
尊

の
答
は

(4
)

最
初
未
一制
戒
一不
レ犯
。

初
制

の
因
縁
談
中
の
不
法
比
丘
の
処
置
に
つ
い
て
、
優
波
利
と
釈
尊
と

の
問
答
体

で
極
め
て
形
式
的
な
説
明
が
波
羅
夷
法
第
二
以
下

に
も
同
様

に
附
さ
れ

て
い
る
。
何
故
自
明
と
も
思
え
る
事
柄
を
調
部
で
繰
り
返
し

述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
定
型
的
不
犯
の
記

述

は
、
『
四
分

律
』
以
外

で
は
、
『
五
分
律
』
及
び

『
パ
ー
リ
律
』
に
見
ら
れ
る
。
『
五

分
律
』
で
は
波
羅
夷
法
第

一
の
末
尾
に

(
5
)

不
犯
者
。
狂
心
乱
心
病
壊
心
初
作
。
此
四
種
不
犯
。

と
定
め
る
。
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
が
、
右

の
文
に

引
き
続
き

「
下

二
切
諸
戒
皆
如
是
。
悉
不
復
出
」
と
あ
り
、
他

の
戒
条

全
て
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又

『
パ
1
リ
律
』
に
あ

っ
て

も
、
例
え
ぽ
第

一
波
羅
夷

に
は
、

a
n
ap
a
t
t
i
…
u
m
m
a
t
t
a
k
a
s
s
a
 k
h
i
t
t
ac
it
t
a
ss
a
 
v
e
d
a
n
a
t
ta
s
s
a
 
a
d
ik
a
m
-

(6
)

m
ik
as
sa
,
 
ti
.

と
あ
り
、
他
の
条

に
於
て
も
こ
れ
と
同

一
か
類
似

の
規
定

が

見

ら

れ

る

(但
し
必
ず
し
も
全
て
が
罪
過
判
定
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
訳
で

は
な

い
)
。

右

の
三
種
の
律
蔵

の
如
く
、
罪
過
判
定

の
末
尾
に
不
犯
な
る
場
合
が

記
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
初
制

の
因
縁
談
中

の
不
如
法
な
る
行
為
者
が

無
犯
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
も
し
こ

の
記
述
が

無

い

な

ら

ば
、
必
ず
し
も
自
明
と
は
言
え
な
い
。
勿
論
、

論
理
的
に
言

っ
て
、
戒

制
定
以
前
で
あ
る

の
で
或
る
行
為
が
釈
尊

の
教
え

に
反

す

る

も

の

(
=
不如
法
行
為
)
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
犯
戒
行
為
と
は
言
え

ず
、
従

っ
て
不
犯
云
々
が
示
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
問
わ
ず
、

不
犯
で

あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
因
縁
談

(第
二
制
、
第
三
制

と
あ
る
場
合
は
初
制
の
因
縁
談
)
の
叙
述

に
は
、
不
如
法
比
丘
が
不
犯
な

る
か
犯
な
る
か
、
曖
昧
さ
を
有
し
て
い
る
。
第

二
波
羅
夷
法
婬
戒
の
初

制

の
因
縁
談
は
、
迦
蘭
陀
村
の
須
提
那
子
が
母

の
請
い
に
よ

っ
て
元
の

妻
と
不
浄
を
行
じ
、
こ
れ
を
世
尊
に
呵

責

さ

れ

る
。
「汝
所
レ為
非
。

非
ご
威
儀
一非
二
沙
門
法

一非
二
浄
行

一
非
二
随
順
行
殉
所
レ
不
レ
応
レ
為
。
」

云

々
と
、
そ
し
て
、

須
提
那
療
人
。
多
種
有
漏
処
最
初
犯
戒
。
自

今
日
去
。
与
二諸
比
丘
一結

戒
。
集
二十
句
義
殉
(中
略
)
欲
二説
戒
一者
当
如
レ
是
説
幻若
比
丘
犯
二不
浄
行
一

(7
)

行
二
婬
欲
法
叩
是
比
丘
波
羅
夷
不
二
共
住
叩
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と
制
戒
さ
れ
る
。
須
提
那
は

「
多
種
の
有
漏
処
の
最
初
の
犯
戒
な
り
」

と
い
う
表
現
で
以
て
呵
責
さ
れ
、
戒
が
制
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
須
提

那
の
処
置
に
つ
い
て
は
何
等
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
無

い
。
第
二
制

の

因
縁
談

で
あ
る
践
閣
子
比
丘
の
行
為
に
対
す
る
世
尊

の
呵
責

汝
所
為
非
。
非
二威
儀
一非
二沙
門
法
一非
二浄
行
一非
二随
順
行
叩
所
レ不
レ応
レ

為
。
云
何
療
人
。
不
レ楽
二浄
行
叩
還
レ家
与
二故
二
一行
二
不
浄
行
殉
初
入
便
波

(8
)

羅
夷
。
汝
擬
人
得
二波
羅
夷
一不
二共
住
一

こ
こ
に
は
、
波
羅
夷
罪
を
犯
し
、
教
団
を
追
放
さ
れ
る
践
蘭
子
比
丘
の

処
置
が
簡
明
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
制
の
因
縁
談
と
合
わ
せ
理
解
す

る
と
き
、
そ
の
文
脈
上
よ
り
初
制

の
因
縁
談
に
於
け
る
須
提
那
子
が
波

羅
夷
罪

に
該
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
出
来
る
。

し
か
し
文
の

表
面
の
み
か
ら
は
、
犯
か
不
犯
で
あ
る
か
は
不
明
瞭

で
あ
る
こ
と
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。
又
戒
律

に
基
づ
き
僧
伽
を
運
営
し
て
い
る
比
丘
達

に
と

っ
て
実
際
問
題
と
し
て
因
縁
談
に
於
け
る
最
初

の
不
如
法
行
為
者

が
そ
の
規
定
に
触
れ
る
か
否
か
は
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
自
体
無
意
義
な

こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
犯
戒
行
為

の
種
々
な
る
ヶ
ー
ス

が
起
り
、
戒
い
は
想
定
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
に
対
し
所
謂
五
篇
七
聚

の
罪
過

の
何
れ
を
適
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
生
じ

て
く
る
。
こ
れ
を
物
語
る
も
の
が
罪
過
判
定

の
複
雑
で

一
面
機
械
的
な

叙
述
で
あ
る
。
特
に
律
の
専
門
家
達

に
と

っ
て
は
、
戒
律
規
定

の
完
全

さ
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
、
過
去

の
二
度
限
り
の
因
縁
談
中

の
不
如
法
行
為
者
に
つ
い
て
も
、
未
だ
制
定
さ
れ
ざ
る
時
点
で
の
最
初

の
行
為
は
不
犯
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。な

お

「
最
初
未
制
戒
。

擬
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
」
は
不
犯
で
あ
る
と
す

る
中
の

「
擬
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
」
に
つ
い
て
は
、
経
分
別
の
罪
過
判
定

に
於
て
も
、
調
部
に
於
て
も
、
戒
条
全
体
に
わ
た

っ
て
の
解
説
は
施
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
第

一
波
羅
夷

の
第
三
制
戒

の
還
戒
を

解
釈
す
る
に
伴
い
、
「
云
何
名
二
不
戒
幻
顛
狂
捨
戒
。
顛
狂
人
前
捨
戒

・

(9
)

心
乱
捨
戒
。
心
乱
人
前
捨
戒
。
痛
悩
捨
戒
。
痛

悩
人
前
捨
戒
」
云
云
と

い
う
記
述
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
破
戒
行
為
に
関
す
る
も

の

で

は

な

く
、
捨
戒
が
成
立
し
な
い
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
調
部
に
あ

っ
て
は
波

羅
夷
法
第
三
の
説
明
の
最
後
に

「
時
有
二顛
狂
比
丘
殉
殺
レ人
後
還
醒
了

(
1
0
)

疑
。
仏
信
無
レ犯
。
若
心
錯
乱
為
二
苦
痛
所
ジ
悩
。

一
切
無
犯
」
と
あ
り
、

ま
た
僧
残
法
第
五
の
最
後

に
、
「彼
家
常
供
養

比
丘
狂
病
」
な
る

が

媒

嫁
行
為
を
し
、
「後
還
得
レ
心
疑
。

仏
言
。
癩
狂
心
乱
痛
悩
所
纒
。

一
切

(
1
1
)

無
レ犯
」
と
あ
る
二
箇
処
の
み
で
あ
り
、
他
処
で
は
言
及
さ
れ
て

い
な

い
。以

上
定
型
句
の
不
犯
、
特
に

「最
初
未
制
戒
」
を
検
討
し
た
が
、

こ

れ
は
戒
条
に
引
き
続
く
罪
過
判
定
中
に
は
明
確

に
そ
れ
を
定
め
る
文
は

見
出
さ
れ
ず
、

調
部
に
於

い
て
各
戒
の
最
初
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
律
蔵

の
固
定
時
期
を
考
察
す
る
上
で

二
つ
の
手

懸
り
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
調
部
が

『
パ
ー
リ
律
』
で
言
う

経
分
別
よ
り
新
し
い
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な

い
が
、
経
分
別
中
各
戒

『
四
分
律

』
調
部

に
関

す
る
問
題
点

(龍

口
)
 

四
三
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『
四
分
律
』
調
部

に
関
す

る
問
題
点

(龍

口
)
 

四
四

条
末
尾
に
置
か
れ
る
不
犯

の
定
型
句
を
調
部
よ
り
も
古
い
成
立
で
あ
る

と
言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

三

各
戒
条

独
自

の
不
犯

二
種

の
不
犯
中
、
定
型
句
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
不
犯
は
各
戒
独
自

の
も
の
で
あ
り
、
定
型
句
と
は
異
り
多
く
は
具
体
的
な
説
明
を
伴

っ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
に
も
前
項
で
検
討
し
た
と
同
様
の
問
題
を
有

し
て
い
る
。
以
下
波
羅
夷
法
第
四
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

前
述

の
如
く
不
犯
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
第

二
、
増
上

慢
人
自
言
。
第
二
、
是
業
報
因
縁
非
ご修
得
幻
第
三
、
向
二同
意
大
比
丘
繍

説
二
上
人
法
っ第
四
、
向
レ
人
説
ご根
力
覚
意
解
脱
三
昧
正
受
法
一
不
三
自

称
言
ご我
得
叩
第
五
、
戯
笑
説
。
第
六
、
疾
疾
説
。
第
七
、
屏
処
独
説
。

(
1
2
)

第
八
、

夢
中
説
。
第
九
、
欲
レ説
レ此
錯
説
レ彼
。

で
あ
る
が
、

こ

れ
等

も
経
分
別
中
の
罪
過
判
定
で
は
言
及
さ
れ
ず
、
調
部

に
於
て
右
の
全
て

で
は
な

い
が
、
具
体
例
を
挙
げ
て
そ
の
無
犯
な
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

調
部
中
よ
り
該
当
す
る
語
句
を
示
す
と
、
第

一
に
関
連
を
有
す
る
も

の

(

1
3
)

は

「
時
有
二
比
丘
叩
増
上
慢
自
記
」
云
々
。
第
二
に
関
連
す
る
も

の

は

(
1
4
)

「有
二是
業
報
因
縁

一得
ご
神
足
幻目
連
無
レ犯
」
。
第
四
に
関
連
す
る
も

の

と
し
て
は

「
時
有
二
比
丘
殉
為
レ人
説
ご根
力
覚
意
禅
定
解
脱
三
昧
正
受
幻

(
1
5
)

而
不
二自
言
7得
。
比
丘
疑
。
仏
信
無
レ犯
」
。
九
種

の
不
犯

の
中
、
具
体

例
が
見
出
せ
る
の
は
こ
の
三
種
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
従

っ
て
残
り
六
種

は
、
罪
過
判
例
中
に
も
調
部
に
も
こ
れ
を
定
め
る
に
至
る
記
述
は
見
ら

れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
調
部
に
言
及
さ
れ
る
三
種
を
含
め
た
九
種
の
不
犯
は
、
実

際
に
或
る
問
題
が
起
こ
り
、
そ
の
罪
過
を
判
定
し
た
結
果
と
し
て
の
不

犯
か
と
い
う
に
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
経
分
別
中
の
罪
過
判
例
か
ら

必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
想
定
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

先
ず
増
上
慢
に
つ
い
て
。
制
戒
因
縁
談
第

二
は
増
上
慢
の
比
丘
に
因

る
も
の
で
あ
り
、
「増
上
慢
は
不
犯
な
り
」
と
し
た
上
で
制
定
さ

れ

た

条
文
は
、

若
比
丘
実
無
二所
知
一自
称
言
。
我
得
二上
人
法

一我
已
入
一聖

智

勝
法
一我

知
レ是
我
見
レ是
。
彼
於
二異
時
一若
問
若
不
レ問
。
欲
二自
清
浄
一故
作
二是
説
叩

我
実
不
知
不
見
言
レ知
言
レ見
虚
誰
妄
語
。
除
一一増
上
慢
一是
比
丘
波
羅
夷

不
二

(
1
6
)

共
住
叩

比
の
条
文
自
体
に

「
除
増
上
慢
」
と
あ
る
故
、
増
上
慢
比
丘
の
発
言
が

更
め
て
不
犯
な
る
こ
と
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。

第
三
の

「向
二同
意
大
比
丘
一説
二上
人
法
一」
は
無
犯
な
り
と

い
う
の

(
1
7
)

も
、
「若
人
実
得
レ
道
向
ご
不
同
意
大
比
丘
鱒説
二
上
人
法
一突
吉
羅
」

と
い

う
規
定
が
あ
り
、

こ
こ
で
は

「
不
同
意
大
比
丘
」
に
説
く
と
突
吉
羅
と

な
る
。
突
吉
羅
は
最
も
軽
い
罪

で
あ

る

故
、
上
人
法
を

「
同
意
大
比

丘
」
に
説
く
場
合
で
あ
れ
ば
無
犯
で
あ
ろ
う
こ
と
も
自
ず
と
推
測
が
可

能

で
あ
る
。

第
四
の

「
向
レ
人
説
二根
力
覚
意
解
脱
三
昧
正
受
法
一不
三
自
称
言
二
我

得
ご

が
不
犯
と
い
う
の
も
、
自
ら
言
う
場
合

の
規

定

「
若
為
レ
人
説
二
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(
18
)

根
力
覚
意
解
脱
三
昧
正
受
我
等
得
ジ是
波
羅
夷
」
が
あ
れ
ば
自
ず

と

理

解
出
来
る
も

の
で
あ
る
。
彼
自
身
が
上
人
法
を
得
た
り
と
不
実
に
称
す

る
の
で
は
な
く
、
他
の
人
々
が
、
事
実
に
反
す
る
こ
と
で
あ

っ
て
も
彼

は
上
人
法
を
得
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
対
し
て
、
彼
に
責
任
は
無
く
、

こ
れ
も
亦
当
然
不
犯
な
る
こ
と
は
予
想
出
来
よ
う
。

第
七

の

「
屏
処
独
説
」
が
不
犯
と
な
り
と
い
う
の
は
誰
も
周
囲
に
聞

く
者
が
居
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
不
実
な
る
こ
と

で

は

あ

る

が
、
「
我
は
上
人
法
を
得
た
り
」
と

口
に
出
し
た
と
し
て
も

犯
戒
行
為

と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
次
の
規
定

「
自
在
ご静
処
一作
二
不
静
処
想
一
口

説
言
我
得
二上
人
法
一倫
蘭
遮
」
又
そ

の
逆
の

「
不
静
処
作
二静
処
想
一
口

説
言
我
得
二上
人
法
一倫
蘭
遮
」
と
い
う
規
定
か
ら
す
る
と
、
静
処
に
正

し
く
静
処
の
想
い
を
持
ち
そ
こ
で
我
は
上
人
法
を
得
た
り
と
称
し
て
も

犯
戒
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
不
犯
九
種
の
中
、
四
種
に
つ
い
て
は
、
戒
条
自
体
か
ら
或
い
は

罪
過
判
例
の
規
定
か
ら
自
ず
と
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
殊
更
に

表
記
さ
れ
ね
ば
、
罪
過
判
定

に
混
乱
を
招
く
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
第

二
の

「
是
業
報
因
縁
非
二修
得
二

が
不
犯
で
あ
る
と
い
う
の
は
調
部

の

説
明
を
侯

っ
て
初
め
て
理
解
出
来
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
と
て
も
目

連
に
関
す
る
因
縁
談
か
ら
し
て
、

こ
の
不
犯
の
表
現

を

「事

実

な

ら

ば
」
と
書
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
う
す
る
な
ら
ぽ
戒

の
条

文
自
体
か
ら
不
犯
な
る
こ
と
を
汲
み
取
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

む

す

び

各
戒
条

の
罪
過
判
定
の
終
り
に
規
定
さ
れ
て

い
る
二
種
の
不
犯
を
考

察
し
た
が
、

こ
れ
を
要
約
し
、
問
題
点
を
指
摘

し
て
む
す
び
に
か
え
た

い
。経

分
別
中
の
罪
過
判
定
が

一
応
の
固
定
化
を
み
、
同
時
に
定
型
句
の

不
犯
が
各
戒
条
解
説
の
末
に
置
か
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
不
犯
の
定
型

句
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
各
戒

の
罪
過
判
定
の
終
り
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

二
応
の
固
定
化
が
終

っ
た
後

に
も
、
新
た
な
罪
過
判

例
を
追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
新
た
な
追
加
分
は
、
従
来
の
経
分
別

の
罪
過
判
例
に
連
続
さ
せ
る
形
で
は
な
く
、
調
部
と
し
て
纒

め

ら

れ

た
。
調
部
の
内
容
、
即
ち
新
た
な
罪
過
判
例
は
主
と
し
て
無
犯
に
関
す

る
も
の
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。
新
た
に
追
加
さ
れ
た
罪
過
判
例
が

二

つ
に
纒
め
ら
れ
調
部
と
し
て
成
立
す
る
時
点
で
、
そ
の
内
容
の
性
格
か

ら
、
経
分
別
中
の
従
来
の
定
型
句
の
不
犯
、
「
最
初
未
制
戒
」
に
関

し

て
優
波
利
が
世
尊
に
質
問
し
そ
れ
に
世
尊
が
答

え
る
形
式
で
、
制
戒
因

縁
談
中

の
不
如
法
比
丘
は
不
犯
で
あ
る
こ
と

の
説
明
を
各
戒
の
冒
頭
に

置

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
次

の
段
階
で
は
、
調
部
に
説
か
れ
る

不
犯
の
判
例
の
項
目
化
し
た
も
の
が
、
経
分
別

の
各
戒
条
判
例
の
末
尾

即
ち
不
犯
の
定
型
句
の
直
前
に
置
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
か
く
し
て
、
経
分
別
の
罪
過
判
例
の
最
後

に
は
不
犯

の
ケ
ー
ス
が

項
目
と
し
て
列
挙
さ
れ
、

こ
れ
を
調
部
で
解
説
す
る
と
い
う
現
在

の
形

『
四
分
律
』
調
部
に
関
す
る
問
題
点

(龍

口
)
 

四
五
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『
四
分
律
』
調
部

に
関
す
る
問
題
点

(龍

口
)
 

四
六

に
定
着
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
分
別

の
罪
過
判
例
.
 項
目

ど
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
不
犯

・
そ
し
て
調
部
、

こ
の
三
者
を
内
容
的

に
無
理
な
く
説
咀
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
現
在

の
形
に
固
定
化

さ
れ
る
に
至
る
過
程
で
経
分
別
と
調
部
と
は
相
互
に
影
響
し
合

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他
律
蔵
と
の
比
較
を
通
し
て
更
に
明
確
な
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後

に
、
か
つ
て
先
学
も
注
意
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
何

故
調
部
が
二
百
五
十
戒

の
中

の
波
羅
夷
罪
の
四
条
と
十
三
僧
残
中
の
六

条
、

計
十
条

の
み
し
か
存
在
し
な
い
の
か
。
こ
の
こ
と
は

『
四
分
律
』

の
み
な
ら
ず
、
他
律

の

『
五
分
律
』
・
『
パ
ー
リ
律
』
等
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
が
、

経
分
別
を
検
討
す
る
に
、
定
型
句
不
犯
と
各
戒
条
独
自
の
不

犯
と
は
原
則
的
に
全
て
の
戒
条
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
点
よ
り
、
調
部

に
於
て
も
十
箇
条
余
で
中
断
す
る
の
で
は
な
く
、
戒
全
体
に
及
ん
で
い

て
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
何
故
中
途
で
終

っ
て

い
る
の
か
、
こ
れ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
そ
れ
と
共
に
、

経
分
別

に
於
て
は
不
如
法
行
為
が
犯
戒
と
し
て
波
羅
夷
乃
至
突
吉
羅
の

何
れ
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
に
詳
細
な
る
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
の

が
、
調
部

の
成
立
す
る
時
期
に
は
何
が
不
犯
で
あ
る
か
に
関
心
が
遷

っ

て
行

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
律
専
門
家
達
の
注
意
を
そ
こ
に
向
か
わ

せ
た
そ

の
背
景
は
何
で
あ

っ
た
か
、
併
せ
て
考
察
し
た
い
。

1

平
川
彰
著

『律
蔵
の
研
究
』
中
の

「調
伏
法
と
断
当
事
」
(六
五
九
-

六

二
頁
)
が
唯

二
と
も
言
え
る
研
究

で
あ
る
。

な
お
以
前
拙
稿

「持

戒
と

意
業
-
無

犯
の
検
討
1

」
(『仏
教
学
研
究
』
第
四
十
三
号
)
の
中

で
、
無
犯

に
焦
点
を
当
て
調
部
を
初

め
諸
律
蔵

の
規
定
を
比
較

検
討
し
た

が
、

本
論

は
そ

れ
を
補
足
す
る
も

の
で
あ

る
。
従

っ
て

一
部
論
述

の
重
複

す

る
こ
と

を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

2

前
掲
拙
稿
参
照
。

3

但
し
戒
条

の
内
容

か
ら
し

て
二
不
定
法

と
七
滅

諄
法

に
は
不
犯
の
規
定

は
無
く
、

又
条
文
内
容
が
類
似
す

る
故
、

不
犯
が
省
略

さ
れ

て
い
る
も

の

も
あ

る
。

4

大
正

二
二

・
九
七

二
頁
下
。

5

大
正

二
二

・
五
頁
上
。

6
 
v
in
a
y
ap
it
ka
 v
o
l
.
 

III
,
 
p
.
 
3
3
.

7

大
正

二
二

・
五
七
〇
頁
中

・
下
。

8

大

正
二
二

・
五
七
〇
頁
下
。

9

大
正

二
ご
二
・
五
七

一
頁
中
。

10

大
正

二
二

・
九
八
三
頁
上
。

11

大
正

二
二

・
九
九
〇
頁
上
。

12

大
正

二
二

・
五
七
九
頁
上
。

13

大
正

二
二

・
九

八
三
頁
中
。

14

大
正

二
二

・
九
八
四
頁
上
。

15

大
正

二
二

・
九

八
三
頁
下
。

16

大

正
二
二

・
五
七

八
頁
中
。

17

大

正
二
二

・
五
七

八
頁
下
。

18

大
正

二
二

・
五
七

八
頁
下
。

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

『
四
分
律
』
、
調
部
、

不
犯

(龍
谷

大
学
助
教
授
)

-558-


